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  令和７年６月２５日に伊東市民病院管理運営協議会を開催し、伊東市民病院経営強化

プラン（以下「経営強化プラン」という。）の令和６年度進捗及び達成状況等について、

点検評価を実施いたしましたので、その結果を次のとおり報告します。 

 

記 

 

 １ 伊東市病院事業会計決算状況（税抜き）について 

   令和６年度伊東市病院事業会計収益的収支の決算は、収益が４４３百万円、費用が３

５５百万円となったことから、差し引き８８百万円の純利益を計上しました。 

   経営強化プランにおける令和６年度予算額との比較では、収益については収入予算

額４４０百万円に対し３百万円増加したこと及び費用について支出予算額３７８百万

円に対し２３百万円減少したことにより２６百万円の乖離となりました。なお、特別損

益は利益、損失ともに０円でした。 

経営強化プランの収入・支出見込額と実績額の主な乖離理由は、次のとおりです。 

 

   （収益） 

(ｱ) 他会計負担金・補助金について、株式会社ウィーメックスから企業版ふるさ

と納税として受けた寄附金９百万円を他会計負担金として繰り入れた一方で、医療

従事者就業支援事業の利用者がいなかったことで、医療従事者就業支援事業交付金

分の繰入金がなかったことにより、９百万円の減となりました。 

(ｲ) 国（県補助金）について、国庫補助金である臨床研修費等補助金が見込みよ

り増加したことにより、２百万円の増となりました。 

(ｳ) その他医業外収益について、令和４年度に医療従事者就業支援事業交付金の

交付を受けた産婦人科医が令和６年３月３１日付で退職し、その就業期間が３年以

内であったため、交付金額全額の返還を求めたことなどにより、１０百万円の増とな

りました。 

  

   （費用） 

(ｱ) 経費について、医療従事者就業支援事業の利用者数を２名で見込んでいたが、

利用者がいなかったため、医療従事者就業支援事業交付金の支出がなかったことな

どにより、１７百万円の減となりました。 

(ｲ) その他医業費用について、資産減耗費として器械備品である医療機器の除却

費５百万円を見込んでいたが、見込みより機器の廃棄が行われなかったことにより、

５百万円の減となりました。 

(ｳ) その他医業外費用について、費用支出額全体の減額に伴う消費税及び地方消

費税算定に伴う特定収入消費税及び地方消費税等の減少などにより、２百万円の減

となりました。 
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２ 令和６年度指定管理者病院会計決算状況（税込み）について 

   令和６年度指定管理者病院会計収益的収支の決算は、収益が４，６９９百万円、費用

が５，４１５百万円となったことから、差し引き７１６百万円の純損失を計上しました。 

   経営強化プランにおける令和６年度収支計画との比較では、収益については収入見

込額５，６１８百万円に対し９３２百万円減少したこと及び費用について支出見込額

５，５８５百万円に対し１７０百万円減少したことにより、７３３百万円の乖離となり

ました。なお、特別損益は利益、損失ともに０円でした。 

   経営強化プランの収入・支出見込額と実績額の主な乖離理由は、次のとおりです。 

   （収入） 

    (ｱ) 入院収益について、医療需要が見込みより減少し特に夏季の入院患者の減少

が大きく影響したことから、７３６百万円の減となりました。 

 

   （支出） 

    (ｱ) 材料費について、患者数減少に伴う使用量の減少により、１２１百万円の減

となりました。 

    (ｲ) 委託費について、近年の最低賃金の上昇、材料費の高騰により、７百万円の

増となりました。 

    (ｳ) 設備関係費について、新病院開院から１２年が経過したことにより、機器の

更新や減価償却費、修繕費、保守料が増加したため６７百万円の増となりました。 

 

３ 経営強化プラン数値目標の実績 

  ⑴ 経営強化プランに設定した令和６年度の各指標の目標値及び実績値並びに評価は

以下のとおりです。 

  ①医療機能や医療の質、連携の強化等に係る指標 

 項目 目標値 実績値 比較 評価 

医療機能に係るもの 救急受入件数（件） 7,000 6,888 ▲112 Ｂ 

医療の質に係るもの 在宅復帰率（％） 80 81.5 1.5 Ａ 

連携強化等に係るもの 紹介率（％） 70 74.0 4.0 Ａ 

逆紹介率（％） 90 104.6 14.6 Ａ 

その他 臨床研修医受入件数 

（人） 

14 16 2 Ａ 
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②経営に係る指標 

 項目 目標値 実績値 比較 評価 

収支改善 経常収支比率（％）※ 100.3 86.8 ▲13.5 Ｃ 

 修正医業収支比率（％）※ 94.8 81.4 ▲13.4 Ｃ 

収入確保 病床利用率（％）※ 74.4 67.0 ▲7.4 Ｃ 

 平均在院日数※ 14.0 15.3 1.3 Ｂ 

経営の安定性 企業債残高（百万円） 2,722 2,722 0 Ａ 

   

※経営強化プランにおいて設定した、令和６年度の医療機能等指標及び経営指標の数値

目標に対し、以下の区分によって評価を行いました。 

 

区分 評価の内容 

Ａ 目標が達成されている 

Ｂ 目標には届いていないが、一定の実績がある 

Ｃ 目標が未達成で実績不足である 

 

  ⑵ 令和６年度の各指標の実績に関する評価内容は以下のとおりです。 

   ①医療機能や医療の質、連携の強化等に関する評価内容 

項目 評価内容 

救急受入件数（件） 

救急要請に対する応需率は概ね 100％を維持し、受入件数は

前年度とほぼ同数となった一方で、目標値を地域の高齢化等

によりさらに増加すると予想し設定していましたが、伊東市

及び近隣の地域の人口減少があり、目標値には達しませんで

した。 

在宅復帰率（％） 
目標値を上回る結果となりました。引き続き目標値を下回ら

ないよう取り組みます。 

紹介率（％） 
目標値を上回る結果となりました。今後も地域の診療所との

役割分担に取り組みます。 

逆紹介率（％） 

地域医療支援病院の要件になる目標値を上回る結果となり

ました。引き続き地域医療の基幹的施設として役割を果たす

べく、取り組みます。 

臨床研修医受入件数 

（人） 

目標以上の受け入れを行いました。今後も目標が達成できる

よう取り組みます。 
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  ② 経営に関する評価内容 

項目 評価内容 

経常収支比率（％）※ 
病床稼働率の低下による入院収益の減少、委託費、設備関係

費の増加により、目標を下回る数値となりました。 

修正医業収支比率（％）

※ 

事業外収益、事業外費用は大きな増減はなく推移しましたの

で、経常収支率を反映した収支率となりました。 

病床利用率（％）※ 
医療需要が見込みを下回ったほか、夏季の患者数の減少が大

きく影響し目標を下回る数値となりました。 

平均在院日数※ 

地域の医療機能分化、入院診療単価等の観点から平均在院日

数の目標値を設定していますが、市内に療養病床が無いこと

に加え、独居の高齢者が多いことなど、退院調整が難しい面

があり、目標値より１．３日長くなりました。 

企業債残高（百万円） 借り入れがなかったため、目標値どおりでした。 

 

４ 点検評価の総括 

  点検評価に先立ち、事務局から「伊東市民病院経営強化プラン」の取組状況及び実績に

ついて説明を受けました。 

  次に、各委員から提起された病院事業についての意見等を踏まえ、令和６年度経営強化

プランの進捗及び達成状況について慎重に審査した結果、当協議会としての点検評価意

見は次のとおりです。 

  令和６年度における指定管理者病院会計決算では、前年度と比較し入院患者、外来患者

ともに減少したことが主な要因となり、経営指標に係る数値で目標を達成することがで

きませんでした。このことにより、令和６年度も赤字決算となったため経営改善に向けた

取り組みが必須となっている。 

  今後も、地域医療の中核を担う地域医療支援病院として、住民が安心して医療サービス 

 を受けられる体制を構築し、経営強化プランに定める各種施策に取り組むなかで、経営基 

盤の強化と患者サービスの質の向上に努めてください。 

 

 

 


